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治
療
薬
の
注
意
点
知
リ

認
知
症
と
生
き
る
た
め
に
、
医
療
的
な
支
援
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
．
県
薬
剤
師
会
が
２
月
１８
日
に

大
分
市
内
で
開

い
た
県
民
公
開
講
座

「認
知
症
は
恐
く
な

い
―
」
で
、
大
分
大
学
医
学
部
付
属
病

院
薬
剤
部
の
佐
藤
雄
己
副
薬
剤
部
長
か

「認
知
症
と
く
す
り
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
．
認
知

症
の
治
療
薬
や
服
薬
の
注
意
点
、
き
ち
ん
と
飲
む
た
め
の
工
夫
な
ど
、
内
容
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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治
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１
１
´
て
Ｈ
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ら
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は
現
■

ｌ
Ｉ

で
、
そ

の
作
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に
よ

り

　

つ
の
′

ル
ー

プ
に
分
嗜
　
７
●
ま
す

一
つ
■

，
コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー

ギ
〓
堅
・‐
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１
‐
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■
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●
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服
用
し
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日
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変
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感
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認
知
症

■
ン
リ
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ズ

は

一̈
　
今
回
て
終
了
し
ま

，
　
あ
り
か
と
う
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さ
い
ま
し
た
．

か
か
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つ
け
■
局
て
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を
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理
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き

る
の
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１

い
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，
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さ
ん
あ
い
ま
す

Ｌ
ｍ
と
か

か
つ
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１１
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■
か
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携
し
て
折
■
を
続
●
て
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く
と
、
■
を
飲
め
一、
い
な

い

患
ィ
の
狡
〓
裁

っ
て
き
ま
す

認
知
●
は
、
正
し

い
●
Ｉ
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